
市

民

が

払

っ

て

い

る

ゴ

ミ
袋
代
の
一
部
を
、
市
が
、

ゴ

ミ

収

集

以

外

の

費

用

に

充
て
て
い
る
の
は
「
流
用
」

に

あ

た

り

、

地

方

自

治

法

違

反

の

ハ

ズ

で

す

（

井

上

議

員

は

環

境

局

の

委

員

会

に

は

出

ら

れ

な

い

為

、

同

僚

議

員

が

質

問

）
。

し

か

し

市

長

は

「

一

旦

、

基

金

の

収

入

と

し

た

後

に

使

っ

て

い

る

か

ら

違

法

で

は

な

い
」
と
居
直
っ
て
い
ま
す
。

市

民

が

買

っ

て

い

る

袋

代

（

市

の

収

入

）

は

、

新

年
度
予
算
で
、
約

億
円
。
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一

方

、

袋

の

製

造

費

は

約

６

億

円

。

そ

の

差

額

億
12

円

を

、

市

は

、

有

料

化

財

源
と
称
し
、
毎
年
「
流
用
」

し

て

い

ま

す

。

本

来

な

ら

一

般

会

計

か

ら

支

出

し

、

少

な

く

と

も

差

額

は

値

下

げ

し

て

市

民

に

還

元

す

べ

３

月

日

、

市

議

会

閉

24

会

本

会

議

が

開

か

れ

、

市

民

の

暮

ら

し

向

上

の

願

い

き
で
す
。

袋

代

は

、

法

律

上

「

手

数

料

」

に

分

類

さ

れ

、

こ

れ

は

、

そ

の

事

業

（

こ

の

場

合

は

ゴ

ミ

収

集

）

以

外

に

使

っ

て

は

な

ら

な

い

と

さ
れ
て
い
ま
す
。

に

背

を

向

け

る

、

市

来

年

度

予

算

案

が

、

日

本

共

産

党

以

外

の

賛

成

多

数

で

可

決

・

成

立

し

ま

し

た

。

中

央

斎

場

使

用

料

値

上

げ

、

大

型

公

共

事

業

の

ム

ダ

づ

か

い

、

公

務

の

民

間

化

、

国

保

料

高

止

ま

り

、

介

護

の

給

付

縮

小

な

ど

、

一

層

の

格

差

拡

大

と

、

自

治

体

の

責

任

・

役

割

を

後

退

さ

せ

よ

う

と

す

る

予

算

内

容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
民
間
化
と
は
、

市

立

保

育

所

の

民

間

へ

の

売

却

・

移

管

、

市

立

施

設

の

運

営

を

民

間

団

体

に

任

せ

る

、

市

立

施

設

の

新

増

設

等

の

場

合

、

建

設

だ

け

で

な

く

設

計

な

ど

も

民

間

大

企

業

へ

、

お

金

の

力

で

公

共

施

設

の

名

前

を

独

占

す

る

「

命

名

権

」
、

窓

口

業

務

を

民

間

団

体

に

任

せ

る

、

等

々

の

手

法

の

こ

と

を
言
っ
て
い
ま
す
。

今

議

会

に

は

、

無

謀

な

高

速

道

路

に

つ

ぎ

込

ん

で

き

た

出

資

金

は

、

も

う

返

し

て

も

ら

わ

な

く

て

も

い

い

と

の

議

案

が

提

案

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

井

上

議

員

は

、
「

我

党

の

反

対

を

無

視

し

て

出

資

金

を

億

円

113

も

出

し

て

き

た

。

そ

れ

で

も

戻

っ

て

く

る

と

の

約

束

だ

っ

た

。

回

収

困

難

と

は

無

責

任

過

ぎ

る

」

と

反

対

討
論
し
ま
し
た
。
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何の為の答申、何の為の策定委員会!?
「水道局庁舎」の怪!?

アバンティ東側、八条～九条間の開発を進め

ようと、市が「京都駅東南部活性化方針」の策

定を「策定委員会」（大学の先生や地元の自治

連合会長などで構成）に諮問、ところが答申後

に、突如、市が新たな方針を書き加えました。

同委員会が討議してこられ、３月３日、市長に

答申。その中で、「山王小学校跡地の活用の検

討」との方針。ところが、３月 14 日発表の市の

文書では、「小学校跡地及び上下水道局庁舎の

…」と付け加えられています。考えがあれば、

答申前の委員会に提案をすればいいはずで、答

申 後 の こ ん な や り 方 は 委 員 の 皆 さ ん に 失 礼 で

す。庁舎を一体どうしようというのでしょう？

写真は水道局庁舎。右奥が元山王小学校。

ゴ
ミ
袋
代
収
入
の
「
流
用
」
は
法
律
違
反

!?

袋
代
の
値
下
げ
を

袋代の一部の「流用」先

◎次世代自動車普及促進事業

◎森の力活性・利用事業

◎商店街街路灯LED化推進事業

◎花の道造り・道路の森造り

◎住宅省エネリフォーム支援事業

◎木質ペレット需要拡大事業、等

自
治
体
の
責
任
と
役
割
後
退
、
福
祉
後
退
の
予
算

井
上
議
員
が
市
の
債
権
放
棄
を
批
判

政府の減税策の恩恵を受け、お金

の力で美術館の名前まで企業名に

「財政危機」と言いながら出資金放棄




